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【プロジェクト名】 

①低炭素な公共交通の確立プロジェクト 

【プロジェクトの趣旨・目的】 

これからの都市の低炭素化のためには、都市そのものがエネルギー消費の少ないまちとなっている必要

があり、中でも主要な構成要素であり、かつ CO2 排出の大きな要因でもある交通の低炭素化を図ること

は極めて重要である。今仙台市は東西線開業というまちを大きく変える千載一遇の機会をむかえており、

この機を確実にとらえ、最大限に生かすことによって、公共交通利用を強力に押し進める。 

【プロジェクトの目標】 

 ○平成 27 年度までに公共交通を「まちにとって必要なもの」という意識を市民が共有し、その有効性を

実感できる公共交通利用のメリットを創出する。 

 ○平成 32 年度までに公共交通利用が定着し、移動・交流が盛んになることでまちがにぎやかで活気に満

ちている。 

（○公共交通利用の重要性が十分に認識され、より強力な推進策を検討できる素地をつくる。） 

【定量目標、指標の例】 

  地下鉄・バス利用者数、P&R 利用者数、歩行者数、都心駐車場数、自動車通行量 

【施策の概要】 

 

 H22～H27 H27 H27～H32 H32

 実施が見込まれる施策 実施に向けて検討すべ

き施策／より強力に推

進すべき施策 

実施が見込まれる施

策 

実施に向けて検討す

べき施策／より強力

に推進すべき施策 
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することによ

る実現への後

押し 
カーフリーデーの日

常化、地域拡大 

地域の低炭素

化の促進 

買い物と公共交通

利用の結びつけ 
例） 買い物時の割

引や公共料金サー

ビス

インセンティブの

付加 
例） ポイント制

度、利用特典 

仕組みづくり

との連携 

運
賃
・
支
払
い 

 
 
 
 

車
利
用
の
適
正
化 

 
 
 
 
 

歩
い
て
楽
し
い
ま
ち

カーフリーデー 

コミュニティ 

サイクル 

歩行空間整備 

Ｐ＆R推進 

都心の駐車場 

のあり方検討 

低公害車普及と組

み合わせた 
誘導策 

例） HV車駐車割

引、充電設備設置

省エネ・新エ

ネ機器の普及

駅の結節 

機能強化 

IC乗車券シス 

テムの導入 

乗り継ぎ 

割引の拡大 

低炭素なまちの魅力

創出 
例） アーケードのソ

ーラーパネル、快適

便利な地域冷暖房

【メモ】 
駐車場の利用が減ることが予想される
が、低価格競争によって競合しなしいよ
う、駐車場の転換促進を図っていく必要
がある。車利用の適正化を十分に図るこ
とで、流入規制や駐車場総量規制、料金
値上げ等の検討できる素地をつくる 

過剰な都心の駐車場抑制

例） 附置義務駐車場の緩

和、転換促進 

【メモ】 
利用者増による採算性の向上、交通法体
系の整備の進展、公共交通に対する費用
負担の考え方が変化するなどの際に、よ
り強力に推進する運賃制度（環境定期券
等）を検討するためにも、やるべきこと
をしっかりと積み重ねることが重要 
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【プロジェクト名】 

②ビジネスグリーン化（中小企業の CO2 削減促進）プロジェクト 

【プロジェクトの趣旨・目的】 

仙台市の業務部門における CO2 排出割合は、中小企業がその多くを占めており、省エネ設備や高効率機

器の導入によって CO2 削減の余地が大きいと考えられる。この中小企業を対象に、削減に向けた行動の

きっかけとなる具体的な仕組みを構築し、コスト削減による事業者の体力強化や低炭素に関する産業や

経済の振興などとともに、業務部門の低炭素化を図る。 

【プロジェクトの目標】 

 ○平成○年度までにエネルギー使用報告制度（省エネ法対象者以外を想定）をつくる。 

 ○報告制度により CO2 を○ｔ削減する 

【定量目標、指標の例】 

  参加事業者数、CO2 削減量、削減技術導入量 

【施策の概要】 

 

 H○～H○ H○ H○～H○ H32

 実施が見込まれる施策 実施に向けて検討すべ

き施策／より強力に推

進すべき施策 

実施が見込まれる施

策 

実施に向けて検討す

べき施策／より強力

に推進すべき施策 
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商店街等との連携
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【プロジェクト名】 

③緑の循環プロジェクト 

【プロジェクトの趣旨・目的】 

本市は「杜の都」としての長い歴史と豊かな自然を保ち、優れたアイデンティティを有している。こ

の豊富に存在する森林資源を有効に利用することは、CO2 の削減、吸収・固定両面から低炭素化に大き

く貢献するだけでなく、生物多様性の向上など様々な意味で都市の持続可能性を高める。循環的利用が

滞っている大きな要因である需要を大きく喚起することによって、森林資源の持続的利用を確立してい

く。 

【プロジェクトの目標】 

 ○平成○年度までに（地元産の）森林資源の需要量を一定量確保する 

 ○森林の様々な機能の面からその価値を最大限に発揮する循環量を確保する。 

【定量目標、指標の例】 

  木材使用量、エネルギー利用量、CO2 削減相当量、CO2 吸収（増加）量 

【施策の概要】 

 

 H○～H○ H○ H○～H○ H32

 実施が見込まれる施策 実施に向けて検討すべ

き施策／より強力に推

進すべき施策 

実施が見込まれる施

策 

実施に向けて検討す

べき施策／より強力

に推進すべき施策 

   

 

  

 

 

例）モデル地区

の選定

先導的事例の

創出 

緑の循環は、一過性
のものとしたり、過
大な負担を強いた
りするのではなく、
持続できるやり方
で、着実に進めてい
くことで、杜の都の
特性を後世に伝え
ていくことが重要
である。 

【メモ】 

着実な推進、さ
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家庭用ペレット
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活動を支援する基
金やカーボンオフセ
ットの検討 

定着化に向けた仕

組みの構築 
例）環境教育プログ

ラムの充実、基金等

の制度構築 

持続的な取組みの

支援 緑化ごみの有
効利用 

林業との連携 

市民や民間団
体活動支援 

有効性のPR 

事業者向けの大量

需要の確保 
例）ペレットボイラー
導入支援、バイオ
マス製造施設設置
支援、公共施設の
木造化・木質化

 


